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平
成
30
年
を
迎
え
て 

 
 
 

    
 

 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

西
東
京
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。 

現
在
、
市
で
は
「
フ
レ
イ
ル
予
防
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

「
フ
レ
イ
ル
＝
虚
弱
状
態
」
に
陥
る
最
初
の
き
っ
か
け
は
「
社
会

性
の
低
下
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。「
退
職
と
と
も
に
、
社
会
と
の

つ
な
が
り
を
失
う
」
と
い
う
こ
と
は
、
よ
く
あ
る
こ
と
で
す
。
こ

の
点
で
も
、
元
気
な
間
は
仕
事
を
続
け
る
と
い
う
こ
と
は
意
味
が

あ
り
ま
す
。
フ
レ
イ
ル
予
防
に
は
、「
し
っ
か
り
噛
ん
で
、
し
っ
か

り
食
べ
る
」、「
運
動
を
す
る
」、「
社
会
参
加
を
す
る
」
の
３
つ
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
行
う
こ
と
が
大
切
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
皆
様
に
は
、
仕
事
を
通
じ
て
社
会
と
の
つ

な
が
り
を
持
ち
続
け
て
、
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
ご
活
躍
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

引
き
続
き
、「
い
つ
ま
で
も
健
康
で
元
気
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
並
び
に
関
係
者
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

  

 

丸
山 

浩
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共
に
喜
び
合
え
る
一
年
に 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

会
員
の
皆
様
の
真
摯
な
活
動
に
、
あ
ら
た
め
て
御
礼

を
申
し
あ
げ
ま
す
。 

ご
高
承
の
よ
う
に
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
シ
ル
バ
―

人
材
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
の
期
待
に
的
確
に
応
え
て

行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

と
こ
ろ
が
一
方
で
少
子
化
が
進
み
、
生
産
年
齢
人
口

は
減
少
し
て
い
ま
す
。
雇
用
延
長
や
高
年
齢
者
の
就
労

促
進
策
の
影
響
で
、
会
員
の
資
格
60
歳
以
上
の
人
口
が

増
え
続
け
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
入
会
者
は
減
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。 

 

社
会
の
要
請
と
期
待
に
応
え
て
い
く
た
め
に
も
会
員

の
増
強
は
急
務
で
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
知
恵

を
出
し
合
い
、
当
セ
ン
タ
ー
の
魅
力
を
発
信
し
、
会
員

募
集
に
も
繋
げ
た
い
と
考
え
ま
す
。
会
員
向
け
に
は
研

修
会
や
勉
強
会
な
ど
を
行
っ
て
、
人
材
の
育
成
強
化
に

努
め
て
参
り
ま
す
。
会
員
の
相
互
交
流
、
親
睦
と
福
利

に
つ
い
て
も
検
討
し
、
魅
力
あ
る
組
織
運
営
に
努
め
た

い
と
思
い
ま
す
。 

  
 

新
年
に
あ
た
っ
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

会
員
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
お

迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

平
成
29
年
は
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
が
少
な
か
っ
た
よ

う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
問

題
、
日
本
企
業
の
検
査
デ
ー
タ
改
ざ
ん
な
ど
の
不
正
や

不
祥
事
事
件
、
座
間
市
の
９
遺
体
発
見
事
件
な
ど
が
印

象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
は
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
2
月
か
ら
3
月
に
か
け
て

公

益 

社
団
法
人 

西
東
京
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

韓
国
の
平
昌
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
日
本
選
手
の
活
躍

を
大
い
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。 

と
こ
ろ
で
、
皆
様
は
「
三
方
よ
し
」
と
い
う
言
葉

を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
私
は
最
近
知

っ
た
の
で
す
が
、
良
い
考
え
方
だ
と
思
い
ま
し
た
の

で
簡
単
に
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

「
三
方
よ
し
」
の
「
３
」
と
い
う
数
字
は
、
何
を

表
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
？ 

そ
れ
は
「
売
り
手
」「
買
い
手
」「
世
間
」
で
す
。 

こ
の
言
葉
は
、
現
在
の
滋
賀
県
に
あ
た
る
近
江
に

本
店
を
置
き
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
わ
た
っ

て
日
本
各
地
で
活
躍
し
て
い
た
近
江
商
人
が
大
切

に
し
て
い
た
考
え
で
す
。「
商
売
に
お
い
て
売
り
手

と
買
い
手
が
満
足
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
、
社
会
に

貢
献
で
き
て
こ
そ
よ
い
商
売
と
い
え
る
」
と
い
う
考

え
方
で
す
。 

彼
ら
は
、
自
分
た
ち
の
利
益
ば
か
り

を
考
え
る
の
で
は
な
く
、
人
の
た
め
に
な
る
こ
と
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
て
蓄
積
し
て
い
っ
た
信

頼
は
、
や
が
て
彼
ら
に
大
き
な
利
益
を
も
た
ら
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

こ
の
「
三
方
よ
し
」
の
精
神
は
、
今
で
も
多
く
の

経
営
者
の
指
針
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
も
当
て
は
ま
る
、
と

て
も
良
い
考
え
方
と
思
い
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

平
成
30
年
が
会
員
の
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し

い
1
年
に
な
る
こ
と
、
そ
し
て
当
セ
ン
タ
ー
が

益
々
発
展
す
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

代

表

理

事 

会

長  
 

渡
邊 

康
生 

常

務

理

事 

事

務

局

長  

村
野 

啓
二 

 

 

最
大
の
魅
力
は
就
業
機
会
の
確
保
・
拡
大
で
す
。 

就
業
開
拓
推
進
チ
ー
ム
を
中
心
に
、
会
員
の
皆
様
の
協

力
を
得
な
が
ら
活
動
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。
介
護
予
防

、
生
活
支
援
な
ど
市
民
生
活
の
福
祉
分
野
に
注
力
し
、
職

種
を
拡
げ
て
行
き
た
い
と
考
え
ま
す
。 

 

会
員
の
就
業
機
会
を
拡
げ
る
た
め
、
一
般
労
働
者
派
遣

事
業
へ
の
参
入
準
備
を
進
め
ま
す
。
た
だ
、
こ
の
事
業
の

実
現
に
は
、
会
員
の
人
材
が
そ
ろ
っ
て
い
る
こ
と
が
大
前

提
で
す
。 

 

課
題
が
多
け
れ
ば
夢
も
膨
ら
み
ま
す
。
皆
様
と
一
緒
に

考
え
、
行
動
に
移
し
、
本
当
に
良
か
っ
た
、
と
共
に
喜
び

合
え
る
よ
う
な
年
に
し
た
い
も
の
で
す
。 
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ね
ん
り
ん 

（ 

第 

149 

号 

） 

 

就
業
期
間
及
び
就
業
年
齢

制
限
に
伴
う
公
募
人
数
は
次

の
通
り
142
名
と
な
り
ま
し
た
。 

 

一
方
、
こ
れ
に
対
す
る
応
募

可
能
会
員
は
、
制
限
該
当
会
員

142
名
、
10
月
末
現
在
の
未
就

業
会
員
294
名
、
市
報
配
布
等
ス

ポ
ッ
ト
就
業
会
員
132
名
、
さ
ら

に
11
月
19
名
と
12
月
の
新
入

会
員
を
加
え
る
と
約
600
名
に

な
り
ま
す
。 

応
募
可
能
会
員
に
対
し
て

は
、
本
紙
11
月
15
日
号
掲
載

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ
て

11
月
28
日
に
公
募
関
係
書
類

を
発
送
し
1
月
9
日
に
公
募

受
付
を
締
め
切
り
ま
し
た
。
今

後
は
1
月
25
日
～
31
日
に
応

募
者
面
接
、
2
月
中
旬
に
交
代

要
員
を
決
定
し
、
3
月
の
研
修

を
経
て
4
月
1
日
就
業
の
予

定
で
あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 

（
事
業
推
進
部
会
） 

「
就
業
制
限
」
に
伴
う
交
代
要
員
の
公
募 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

８
０
２
０
ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル
と
健
康 

（
公
財
）
８
０
２
０
推
進
財
団
は
「
80
才
に
な
っ
て
も
自

分
の
歯
を
、
20
本
以
上
保
と
う
」
と
い
う
運
動
を
推
進

し
て
い
ま
す
が
、
先
般
丸
山
市
長
よ
り
８
０
２
０
達
成

者
135
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

親
知
ら
ず
を
除
く
、
28
本
の
う
ち
20
本
以
上
の
自
分

の
歯
が
あ
れ
ば
、
殆
ど
の
食
べ
物
を
噛
み
砕
く
こ
と
が

で
き
て
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
、
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
事
が
健
康
に
つ
な
が
り
、
結
果
と
し
て
市
の
健

保
財
政
の
健
全
化
に
貢
献
す
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。 

健
康
と
病
気
の
間
に
病
気
寸
前
の
フ
レ
イ
ル
（fra

il

）

と
い
う
危
険
地
帯
が
あ
る
が
、
８
０
２
０
の
人
は
フ
レ

イ
ル
に
な
り
難
く
、
仮
に
フ
レ
イ
ル
に
な
っ
た
と
し
て

も
健
康
状
態
に
戻
り
や
す
い
旨
の
お
話
を
昨
年
市
長
よ

り
お
聞
き
い
た
し
ま
し
た
。 

歯
は
健
康
の
原
動
力
で
あ
り
ま
す
。
歯
は
増
え
る
事

は
な
い
の
で
い
か
に
保
つ
か
が
課
題
と
な
り
ま
す
が
、

そ
の
為
に
は
日
常
の
口
腔
ケ
ア
、
所
謂
歯
磨
き
と
年
二

回
の
歯
科
医
で
の
歯
の
点
検
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
車

に
安
全
走
行
の
た
め
の
「
車
検
」
が
あ
る
よ
う
に
、
自

分
に
も
健
康
保
持
の
た
め
の
「
歯
検
」
を
義
務
づ
け
た

ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
私
は
幼
い
頃
歯
の
治
療
で
随

分
痛
い
思
い
を
し
ま
し
た
が
、
直
近
の
「
歯
検
」
の
結

果
は
７
３
２
６
で
ど
う
に
か
ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
も
一
緒
に
８
０
２
０
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

心
身
と
も
に
健
康
で
歯
ツ

ピ
ー
に
な
り
ま
す
よ
。 

（
理
事 

山
田 

孝
輝
） 

 

 

職    種 公募人数 内       訳 

学校関係 60 名 学校施設管理 8、交通擁護 39、内外清掃 13 

福祉会館保安 1 新町 1 

公共施設清掃 10 
福祉会館 7、地区会館 1、高齢者施設 1、東伏見コ

ミュニティセンター1 

公共施設トイレ清掃 6 保育園 6 

公園維持管理 9 東部 1、北部 1、南東部 1、南部 4、西部 2 

美化、喫煙マナー 3 田無 1、保谷 1、柳沢 1 

公共施設管理 4 
老人憩いの家 1、消費者センター1、アスタ市民ホ

ール 2 

放置自転車関係 26 各駅放置自転車 22、同保管所 4 

家具リサイクル 3 リサイクルセンター3 

駐車場管理 5 佐々病院 1、新井駐車場 2、多摩六都館 2 

駐輪場管理 9 
プレゴ（ひばり）1、アスタ（田無）2、ミカド（田

無）6 

マンション清掃 4 西原グリーンハイツ 4 

学校清掃 2 新町（武蔵野大学）2 

合   計 142 名 （現場の事情により変更が生じる場合があります） 
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        理 事 会 一 同 

チャレンジの年に！ 

 

役員写真（敬称略） 

後列：北村、平田(監事)、対馬、阿部、海老、藤井 

中列：佐藤、白瀬(監事)、徳山、平山、長谷川、小池、村野 

前列：山田、長尾、渡邊、柳沢、小松、堀、（円内：伊田） 

理
事
会
報
告 

 

11
月
と
12
月
の
理
事
会
で
審
議
さ
れ
た

内
容
を
ま
と
め
て
報
告
し
ま
す
。 

1. 

か
ね
て
よ
り
検
討
さ
れ
て
い
た
派
遣

事
業
に
つ
い
て
、
4
月
1
日
か
ら
の
派
遣

事
業
所
の
開
設
に
向
け
準
備
を
進
め
て
行

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

・
派
遣
事
業
の
効
果
と
し
て
、
会
員
の
就

平
成
29
年
11
月
・
12
月 

定
例
理
事
会
報
告 

 

11
月
24
日 

12
月
20
日 

2. 

基
本
3
ヵ
年
計
画
の
進
行
管
理
に
つ
い
て
、

現
行
基
本
3
ヵ
年
計
画
の
ロ
ー
リ
ン
グ
を
前
提

に
、
各
委
員
会
で
項
目
ご
と
に
活
動
実
績
を
検
証

し
、
取
り
ま
と
め
、
理
事
会
は
そ
の
結
果
を
踏
ま

え
平
成
30
年
度
以
降
へ
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と

と
し
ま
し
た
。 

3. 

監
事
に
よ
る
中
間
監
査
が
11
月
15
日
行
わ

れ
、
指
摘
す
べ
き
事
項
は
な
い
と
の
報
告
を
受
け

ま
し
た
。 

4. 

会
員
新
年
会
を
1
月
20
日
（
土
）
午
後
2
時

か
ら
、
こ
も
れ
び
小
ホ
ー
ル
（
3
階
）
で
開
催

し
ま
す
。 

5. 

今
春
4
月
の
就
業
制
限
に
よ
る
交
代
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
、
順
調
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
12
月

14
日
・
15
日
の
交
代
職
種
説
明
会
に
は
、
111
名

の
会
員
が
出
席
し
ま
し
た
。
交
代
要
員
の
公
募

は
、
1
月
9
日
に
締
切
り
ま
し
た
。 

6. 

第
4
回
地
域
班
長
会
議
を
2
月
7
日
（
水
）

に
開
催
す
る
こ
と
を
決
め
、
議
題
等
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。 

7. 

学
校
施
設
管
理
代
表
者
会
議
が
11
月
17
日
、

学
童
交
通
擁
護
代
表
者
会
議
が
12
月
1
日
、
セ

ン
タ
ー
事
業
運
営
室
で
開
催
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

14
名
、
17
名
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。（
別
掲
） 

8. 
2
月
25
日
（
日
）
実
施
さ
れ
る
東
京
マ
ラ
ソ

ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集 

し
ま
す
。（
別
掲
） 

9. 

田
無
警
察
署
か
ら
防
犯
チ
ラ
シ
（
振
込
め
詐

欺
と
特
殊
詐
欺
）
の
全
戸
配
布
（
無
償
）
の
依
頼

が
あ
り
、
セ
ン
タ
ー
と
し
て
協
力
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
2
月
15
日
付
市
報
と
一
緒
に
配
布

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
市
報
等
配
布
会
員
の
皆
さ

ま
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

1
.  

東
京
し
ご
と
財
団 

安
全
就
業
パ
ト
ロ
ー

ル
指
導
員
に
よ
る
巡
回
指
導
が
、1

2

月
2
2

日
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
午
前
「
植
木
剪

定
」
と
「
放
置
自
転
車
整
理
指
導
」
を
現

地
で
巡
視
さ
れ
、
午
後
は
セ
ン
タ
ー
事
業

運
営
室
で
、
講
評
、
ご
指
導
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

  

  

地 域 班 班 長・副 班 長 の 皆 さ ん  

北 東 部 圏 域  中 部 圏 域  

業
機
会
の
拡
大
・
適
正
就
業
の
推
進

な
ど
が
図
ら
れ
ま
す
。 

・
請
負
就
業
と
の
違
い
は
、
会
員
は
雇

用
契
約
に
よ
る
派
遣
労
働
者
と
な

り
、
そ
の
労
働
の
対
価
と
し
て
、「
配

分
金
」
で
な
く
「
賃
金
」
の
支
払
い

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 
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 1. 

平
成
29
年
度
上
期
地
域
班
会
議
の

意
見
・
要
望
に
つ
い
て
、
村
野
事
務
局

長
が
項
目
ご
と
に
説
明
し
理
解
を
得
ま

し
た
。 

2. 

来
年
4
月
就
業
に
向
け
て
の
「
就
業

制
限
」
に
伴
う
交
代
要
員
の
公
募
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
、
山
田
事
業
推
進

委
員
長
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。 

3. 

就
業
開
拓
推
進
チ
ー
ム
徳
山
リ
ー
ダ

ー
か
ら
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
報
告

副
班
長
と
の
合
同
地
域
班
長
会
議
が

11
月
30
日
午
後
、
班
長
34
名
、
副
班

長
35
名
、
理
事
・
監
事
18
名
、
事
務
局

2
名
、
計
89
名
が
出
席
し
て
、
保
谷
庁

舎
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

渡
邊
会
長
は
挨
拶
で
、「
皆
さ
ん
は
、

1,200
名
の
会
員
の
意
思
疎
通
を
は
か
る

大
事
な
役
割
を
担
っ
て
お
ら
れ
る
。
今

回
は
、
副
班
長
を
交
え
て
の
意
義
あ
る

会
議
で
あ
る
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

１１
月
２５
日 

１２
月
２１
日 

 
平成 29年の歩み 

1 月 会員新年会（こもれび小ホール） 

2 月 28 年度第 4 回地域班長会議 

 会員接遇研修会（保谷庁舎会議室） 

3 月 活動紹介パネル展（田無庁舎ロビー） 

 新就業会員研修会 

 市民向け布ぞうり講習会（エコプラザ） 

 新入学児童交通安全の集い（田無自動車教習所） 

4 月 新地域班長研修会 

 第 1 回地域班長会議 

 田無駅踏切ボランティア 

 地域合同パトロール（あらやしき公園南北周辺） 

5 月 環境美化（ごみゼロ）運動 

6 月 第 7 回定時総会（こもれびホール） 

 AED 講習会 

7 月 活動紹介フェア（アスタセンターコート） 

8 月 会員接遇研修会（保谷庁舎会議室） 

 第 2 回地域班長会議 

9 月 出張入会説明会（柳沢公民館） 

 田無駅踏切ボランティア 

 安全就業優良シルバー人材センター表彰 

 東京消防庁から感謝状授与 

 環境美化（ごみゼロ）運動 

 全会員を対象に就業状況アンケート実施 

10 月 活動紹介フェア（アスタセンターコート） 

 地域合同パトロール（田無駅南北周辺） 

 第 17 回市民文化祭参加（柳沢公民館） 

11 月 第 3 回地域班長会議 

 会員接遇研修会（保谷庁舎会議室） 

 AED 講習会 

 第 17 回市民まつり参加（いこいの森公園） 

 出張入会説明会（いこいの森公園パークセンター） 

12 月 田無駅踏切ボランティア 

 市民向け毛糸の帽子作り講習会（エコプラザ） 

 

第
3
回
地
域
班
長
会
議
（副
班
長
と
の
合
同
会
議
）を
開
催 

が
あ
り
、
就
業
制
限
に
よ
る
交
代
に

つ
い
て
も
こ
の
調
査
が
、
ス
ム
ー
ス

に
活
用
で
き
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。 

4. 

地
域
班
の
当
面
の
課
題
発
表
に

つ
い
て
、
栄
・
ひ
ば
り
が
丘
北
班
の

松
山
班
長
、
泉
町
1
班
の
山
﨑
班

長
、
保
谷
町
2
班
の
樋
口
班
長
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
発
表
さ
れ
、
そ
の
意
見
や

提
案
に
対
す
る
取
組
み
に
つ
い
て
、

活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
の
班
活
動
に
生
か
し
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
総
務
部
会
） 

     

 

西 部 圏 域  
南 部 圏 域 8 班  

南 部 圏 域  

地 域 班 班 長・副 班 長 の 皆 さ ん  
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仕
事
別
グ
ル
ー
プ
（職
場
）の
皆
さ
ん
か
ら
の
声 

 

年
頭
に
あ
た
っ
て
一
言 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
楽
し
む
こ
と
が
一
番
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

過
ご
し
て
い
ま
す
。
自
分
の
身
の
丈
に
合
わ

せ
、
仕
事
・
趣
味
・
ス
ポ
ー
ツ
・
地
域
活
動

な
ど
を
「
楽
し
い
な
！
」
と
思
っ
て
や
っ
て

い
る
と
、
と
て
も
気
持
が
良
く
、
新
し
い
こ

と
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
も
楽
し
く
達
成
で
き

ま
す
。 

シ
ル
バ
ー
の
仕
事
も
「
安
全
第
一
・
楽
し

特 集 

公
園
か
ら
ゴ
ミ
箱
の
姿
が
消
え
て
久

し
い
。
そ
こ
で
ゴ
ミ
が
公
園
に
溢
れ
る
よ

う
に
な
る
。 

そ
の
日
も
、
ベ
ン
チ
の
裏
に
幼
児
の
下

着
が
詰
ま
っ
た
レ
ジ
袋
が
捨
て
ら
れ
て

い
る
の
を
見
つ
け
た
。
燃
え
る
ゴ
ミ
と
し

て
処
理
。
し
ば
ら
く
し
て
、
若
い
お
母
さ

ん
が
走
り
寄
っ
て
き
て
「
レ
ジ
袋
を
見
か

け
な
か
っ
た
か
」
と
言
う
。
私
は
「
大
事

に
保
管
し
て
あ
る
か
ら
こ
こ
で
待
っ
て

い
て
」
と
ゴ
ミ
置
場
に
走
り
、
ゴ
ミ
の
山

か
ら
下
着
を
拾
い
出
し
渡
し
た
。 

後
で
そ
の
若
い
お
母
さ
ん
が
私
の
嫌

い
な
お
茶
と
お
菓
子
を
届
け
て
く
れ
た
。

「
ビ
ー
ル
に
し
て
」
と
は
言
え
な
か
っ
た

…
が
。 

現
役
を
リ
タ
イ
ア
し
て
10
年
、
そ
し
て

シ
ル
バ
ー
に
入
会
し
て
８
年
、
最
初
に
就

業
し
た
職
種
は
「
学
童
交
通
擁
護
」
で
し

た
。 ま

ず
心
配
し
た
の
は
、
元
気
な
学
童
に

つ
い
て
い
け
る
か
ど
う
か
で
し
た
が
、
な

ん
と
か
６
年
間
無
事
故
で
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

こ
の
学
校
（
け
や
き
小
）
は
集
団
登
校

で
す
の
で
、
通
学
ル
ー
ト
を
班
ご
と
に
長

い
列
で
通
り
、
信
号
で
の
自
動
車
・
自
転

車
の
右
折
や
左
折
に
子
供
の
安
全
、
自
分

の
安
全
に
と
日
々
戦
っ
て
い
ま
す
。 

会
員
の
皆
様
も
、
正
直
身
体
は
年
々
老

い
を
感
じ
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。 

新
年
を
迎
え
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。 シ

ル
バ
ー
時
代
の
働
き
方 

起 
 

学
童
交
通
擁
護 

 
岩
瀬 

邦
男 

 

 

く
」
を
考
え
、
チ
ー
ム
全
員
で
仕
上
げ

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
メ
ン

バ
ー
に
も
恵
ま
れ
、
力
を
合
わ
せ
相
談

し
合
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
保
育
園
児
の
た
め
「
綺

麗
で
清
潔
な
保
育
園
」
を
目
標
に
仕
事

に
励
ん
で
い
き
ま
す
。 

 こ
の
会
館
は
２
階
建
て
で
す
。
５
名

で
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
ん
で
作
業
し

ま
す
。
早
番
・
遅
番
が
あ
り
、
早
番
は
３

名
（
１
階
２
名
、
２
階
１
名
）
で
７
時
か

ら
10
時
ま
で
掃
除
し
ま
す
。
遅
番
は
１

名
で
利
用
者
が
使
用
し
た
湯
呑
茶
碗
を

洗
い
、
浴
室
な
ど
の
清
掃
を
15
時
か
ら

17
時
ま
で
行
い
ま
す
。 

私
は
、
当
会
館
に
就
業
し
て
１
年
10

か
月
に
な
り
ま
す
が
、
２
年
目
に
リ
ー
ダ

ー
を
引
き
受
け
ま
し
た
。 

そ
こ
で
前
リ
ー
ダ
ー
の
助
言
も
あ

り
、
会
を
作
り
館
内
の
カ
ラ
オ
ケ
設
備
の

あ
る
大
広
間
で
、
清
掃
隊
５
名
で
月
２
回

親
睦
と
認
知
症
予
防
に
、
大
声
を
出
し
て

カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

 

お
茶
よ
り
ビ
ー
ル
を 

を
我 

公
園
清
掃 

 

須
田 

兼
吉 

 

楽
し
む
こ
と
が
一
番 

 

保
育
園
床
清
掃 

 

鷲
澤 

希
生 

 

 

新
町
福
祉
会
館
清
掃 

桑
原 

勝
美 

私
た
ち
の
職
場 
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こ
の
仕
事
で
２
年
目
の
今
年
は
、
仕
事

に
も
慣
れ
余
裕
も
出
来
た
感
じ
で
す
。 

春
に
は
、
色
々
な
桜
が
少
し
ず
つ
開
花

時
期
を
移
し
な
が
ら
咲
き
ま
す
の
で
長

く
楽
し
め
、
秋
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
木
々

が
紅
葉
し
11
、
12
月
は
寒
桜
も
楽
し
め

ま
す
。
仕
事
を
し
な
が
ら
花
見
や
紅
葉
狩

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

西
武
造
園
の
仕
事
と
い
う
形
な
の
で

シ
ビ
ア
な
点
も
あ
り
ま
す
が
、
四
季
を
味

わ
い
な
が
ら
仕
事
が
で
き
る
と
い
う
の

は
格
別
で
す
。 

市
民
ま
つ
り
、
イ
ベ
ン
ト
や
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
の
時
期
は
大
変
で
す
が
毎
日
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

ス
タ
ッ
フ
４
名
、
健
康
に
留
意
し
楽
し

み
な
が
ら
就
業
し
て
い
ま
す
。 

柳
沢
駅
南
口
の
就
業
範
囲
は
、
柳
沢

１
丁
目
と
６
丁
目
を
総
勢
７
人
で
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
１
日
４
人
で
清

掃
、
放
置
自
転
車
整
理
、
見
張
り
、
巡

回
に
専
念
し
て
い
ま
す
。
仕
事
は
朝
の

清
掃
で
始
ま
り
ま
す
。
時
々
近
隣
の
方

や
歩
行
者
か
ら
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
」「
ご
苦
労
様
で
す
」
な
ど
話
し
か
け

て
も
ら
い
、
と
て
も
良
い
気
分
で
仕
事

に
就
け
て
い
ま
す
。 

い
つ
も
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に

今
年
も
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

も
う
い
な
い
人
、
懐
か
し
い
人
、
あ
り

が
と
う
。
私
の
内
で
の
家
事
援
助
の
泉
は

こ
こ
に
あ
り
。 

都
内
葛
飾
区
か
ら
千
葉
県
柏
市
へ
３
歳

で
疎
開
し
、
10
歳
で
赤
羽
へ
転
居
し
ま
し

た
。
疎
開
時
は
、
食
料
難
で
自
宅
で
取
れ

た
米
等
は
税
金
と
し
て
供
出
し
、
主
食
は

麦
ば
か
り
の
ゴ
ハ
ン
、
サ
ツ
マ
イ
モ
で
し

た
が
、
苦
い
経
験
と
し
て
記
憶
し
て
お
り

ま
す
。 

そ
の
後
学
業
を
終
え
、
国
内
・
海
外
に

数
多
く
の
生
産
・
販
売
拠
点
を
抱
え
る
会

社
へ
就
職
し
、
当
時
は
、
設
備
・
経
費
・

人
事
管
理
を
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
行

い
、
高
額
な
通
信
費
を
支
払
っ
て
い
ま
し

た
が
、
各
国
の
通
信
会
社
の
協
力
で
安
価

な
デ
ジ
タ
ル
回
線
へ
切
り
替
え
、
現
在
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
初
期
を
経
験
し
ま
し

た
。 

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
入
会
し
、

始
め
た
の
が 

体
力
作
り
で
す
。
そ
こ
で
、

休
日
は
西
武
線
の
所
沢
で
下
車
し
徒
歩
で

多
摩
湖
の
ホ
ト
リ
に
向
か
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
尺
八
を
吹
く
人
に
出
会
い
そ
の
美
し

い
音
色
に
惹
か
れ
て
聴
き
入
り
、
私
に
も

尺
八
作
り
や
そ
の
吹
奏
が
出
来
そ
う
だ
と

夢
が
膨
ら
み
、
多
摩
湖
近
く
の
竹
林
の
あ

る
農
家
の
ご
主
人
か
ら
竹
を
頂
き
自
作
で

尺
八
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。 

 

東
久
留
米
湧
水
の
橋
の
上
で
吹
い
て
い

た
ら
、
全
国
尺
八
演
奏
会
で
優
勝
し
た
方

と
同
様
な
演
奏
と
言
わ
れ
、
嬉
し
く
自
作

の
尺
八
を
友
人
へ
提
供
し
ま
し
た
。
友
人

も
演
奏
仲
間
を
拡
大
し
て
、
休
日
に
は
川

岸
で
演
奏
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。 

   

前
の
年
一
度
も
使
わ
ず
に
終
わ
っ
た
シ

ル
バ
ー
パ
ス
を
昨
年
も
購
入
し
10
月
の

休
日
、
青
梅
ま
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

街
は
祭
り
の
日
で
お
囃
子
の
音
も
聞
こ

え
ま
し
た
が
、
人
通
り
も
少
な
く
少
し
淋

し
い
感
じ
で
し
た
。
街
の
シ
ン
ボ
ル
の
梅

林
を
失
い
活
気
を
無
く
し
た
の
か
、
そ
ん

な
思
い
で
街
を
歩
き
ま
し
た
。
昔
こ
こ
に

来
た
時
は
懐
か
し
い
雰
囲
気
を
持
っ
た
街

で
し
た
が
‥
‥
。 

急
な
坂
道
を
く
だ
り
川
原
に
下
り
る
と

釣
人
達
が
長
い
釣
竿
を
振
っ
て
い
ま
し

た
。
川
は
綺
麗
で
こ
こ
だ
け
は
変
わ
ら
な

い
姿
で
し
た
。 

５
時
間
弱
の
短
い
旅
で
し
た
が
色
々
な

事
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
旅
で
し
た
。 

 

私
は
9
月
、
10
月
と
田
無
駅
踏
切
見

守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
経
験
し
ま
し
た
。

何
げ
な
く
通
っ
て
い
た
踏
切
は
通
行
す
る

人
の
多
い
こ
と
、
通
過
す
る
電
車
の
多
い

こ
と
と
、
そ
ん
な
中
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ 

ア

活
動
の
重
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。
お
年
寄

り
で
体
が
不
自
由
な
方
の
行
動
を
見
届
け

る
こ
と
に
充
実
し
た
気
持
に
な
り
ま
し

た
。
年
配
の
御
婦
人
の
方
に
あ
り
が
と
う

の
声
を
か
け
ら
れ
た
時
に
は
、
少
し
で
も

お
役
に
立
っ
て
い
る
こ
と
の
喜
び
を
実
感

し
ま
し
た
。 

   

   

田
無
駅
北
口
＆
南
口
周
辺
の
放
置
自

転
車
の
整
理
指
導
を
総
勢
25
名
（
Ａ
班

12
名
、
Ｂ
班
13
名
）
で
、
平
日
６
時
半

～
18
時
、
土
日
祝
日
８
時
～
18
時
、
正

月
を
除
く
毎
日
午
前
番
と
午
後
番
の
交

代
制
で
平
均
月
12
～
13
日
就
業
中
。 

66
歳
か
ら
82
歳
の
パ
ワ
フ
ル
な
メ

ン
バ
ー
で
日
々
、
障
が
い
者
、
高
齢
者
、

子
供
た
ち
等
が
安
心
安
全
に
歩
け
る

道
の
確
保
を
目
指
し
て
熱
く
活
動
し

て
い
ま
す
。
朝
は
街
の
美
化
の
た
め
に

毎
日
ゴ
ミ
拾
い
を
し
な
が
ら
自
転
車

の
整
理
を
し
て
い
ま
す
。
赤
い
警
告
札

を
貼
る
の
で
嫌
わ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
が
ね
…

？！ 

残
念
！ 

い
こ
い
の
森
他
公
園
清
掃
に
就
い
て 

 

公
園
清
掃 

 

寒
河
江 

昭 
 

東
伏
見
の
放
置
自
転
車
担
当
エ
リ
ア

は
、
駅
の
北
口
と
南
口
に
ま
た
が
り
か
な

り
広
範
囲
で
す
。 

期
中
に
リ
ー
ダ
ー
が
病
気
で
死
亡
さ
れ

る
と
い
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
事
が
あ
り
ま

し
た
が
、
現
在
８
名
で
シ
フ
ト
就
業
し
て

い
ま
す
。
平
等
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
多
様
な

就
業
時
間
で
対
応
し
て
い
ま
す
。 

最
近
は
、
住
民
の
皆
様
の
ご
協
力
で
路

上
駐
輪
、
放
置
は
顕
著
に
減
少
し
て
き
ま

し
た
。 

毎
日
、
登
下
校
の
児
童
が
通
り
ま
す
。

朝
夕
の
声
掛
け
に
対
し
て
お
ぼ
つ
か
な
か

っ
た
１
年
生
の
挨
拶
が
、
今
で
は
し
っ
か

り
返
っ
て
き
ま
す
。
少
し
ば
か
り
喜
ば
し

い
昨
今
で
す
。 

  
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に 

 

放
置
自
転
車
整
理
指
導 

有
働 

英
一 

 

昭 
 

 

小
さ
な
よ
ろ
こ
び 

 

放
置
自
転
車
整
理
指
導 

岡
本 

静
夫 

 

嫌
わ
れ
て
も
…
？！ 

 

放
置
自
転
車
整
理
指
導 

山
﨑 

紀
夫 

昭 
 

 

 

柳
沢
駅
か
ら
２
分
程
に
柳
沢
自
転
車

保
管
所
が
あ
り
ま
す
。
就
業
人
員
は
５

名
で
土
曜
日
を
除
く
毎
日
２
人
体
制
で

撤
去
さ
れ
た
自
転
車
の
返
還
、
保
管
料

の
徴
収
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

特
に
お
客
様
と
の
対
応
に
は
言
葉
遣

い
に
十
分
注
意
し
、
気
持
ち
よ
く
持
ち

帰
っ
て
頂
く
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。 

 

最
近
は
駅
前
周
辺
に
多
く
の
駐
輪
場

が
で
き
た
た
め
撤
去
台
数
が
年
々
減
少

し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
住

民
の
方
々
に
愛
さ
れ
る
保
管
所
と
し
て

頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

私 

の 

職 

場 

自
転
車
保
管
所 

 

鈴
木 

賢
一 
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昨
年
は
、
５
月
‥
傘
寿
に
到
達
。
親

族
一
同
と
祝
宴
。
６
月
‥
京
都
西
京
高

同
窓
会
に
出
席
。
か
つ
て
の
若
者
も
写

真
の
如
く
好
々
爺
（
婆
）
然
と
変
身
す

る
も
元
気
で
再
会
。
二
次
会
も
含
め
懐

旧
と
現
況
を
語
り
合
う
時
を
過
ご
し

た
。
11
月
‥
孫
娘
の
結
婚
式
。
常
日
頃 

無
沙
汰
の
姻
族
と
も
会
え
、
賑
々
し
く

祝
う
。 

ま
た
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
日

本
一
奪
還
（
幼
少
時
か
ら
の
鷹
狂
に
と

現
在
、
女
性
３
名
、
男
性
９
名
の
12
名

の
仲
間
達
と
エ
コ
プ
ラ
ザ
家
具
リ
サ
イ

ク
ル
班
で
働
い
て
い
ま
す
。
皆
、
本
当
に

良
く
仕
事
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

実
際
、
家
具
を
運
ん
だ
り
、
選
別
し
た

り
す
る
の
は
中
々
の
重
労
働
で
す
。
特
に

近
頃
の
家
具
は
、
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド

（
木
屑
を
糊
で
固
め
た
も
の
）
で
出
来
た

も
の
が
多
く
、
大
変
重
く
て
、
も
ろ
い
素

材
で
出
来
て
お
り
ま
す
。
と
て
も
長
年
の

使
用
に
耐
え
る
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

そ
の
点
、
昔
の
家
具
は
昭
和
の
始
め
頃

の
物
で
も
十
分
に
使
え
る
物
が
多
数
あ

り
ま
す
。
何
で
も
古
け
れ
ば
良
い
と
言
う

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
時
の
家
具

も
、
も
う
少
し
丈
夫
な
素
材
を
使
っ
て
頂

き
た
い
も
の
だ
と
常
々
想
っ
て
い
ま
す
。 

私
達
会
員
は
ミ
カ
ド
田
無
店
で
お
客

様
の
自
転
車
を
お
預
か
り
管
理
を
し
て

い
ま
す
。 

現
在
13
名
で
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組

み
、
１
日
３
交
代
朝
昼
夜
２
名
で
１
階
、

３
階
の
交
代
を
し
て
い
ま
す
。
作
業
の

内
容
は
１
階
で
お
客
様
の
自
転
車
を
預

か
り
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
３
階
に
上
げ
、

上
の
人
は
所
定
の
場
所
に
置
き
ま
す
。

１
階
と
３
階
で
は
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
で

連
絡
を
取
っ
て
い
ま
す
。
お
客
様
と
の

ト
ラ
ブ
ル
が
な
い
よ
う
気
を
付
け
て
い

ま
す
。 

今
後
共
、
全
員
病
気
や
怪
我
の
な
い

よ
う
に
良
き
職
場
に
し
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

  

シ
ル
バ
ー
会
員
に
な
っ
て
満
１
年
、

４
月
に
住
吉
町
の
副
班
長
、
そ
し
て
６

月
に
は
企
画
総
務
委
員
（
総
務
部
会
）

ま
で
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
非
力
で
は

あ
り
ま
す
が
目
下
奮
闘
中
で
す
。 

 

そ
れ
に
つ
け
て
も
、
各
所
で
出
会
う

諸
先
輩
達
の
、
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
豊
か
さ

に
感
服
し
て
い
ま
す
。
働
け
る
こ
と
が

活
力
・
健
康
維
持
の
原
点
と
悟
り
ま
し

た
。 保

谷
駅
北
口
の
放
置
自
転
車
指
導
の

余
暇
に
、
仙
台
と
伊
勢
に
い
る
２
人
の

孫
の
顔
を
見
が
て
ら
旅
行
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
私
も
、
市
民
に
親
し
ま
れ
る

会
員
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

家
具
リ
サ
イ
ク
ル
班 

塚
越 

一
巳 

昭 
 

 

今
時
の
家
具
に
つ
い
て 

ー
で 

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
リ
フ
ォ

ー
ム
に
入
り
、
仕
事
を
始
め
て
か
ら
10

年
以
上
に
な
り
ま
す
。 

着
物
か
ら
ド
レ
ス
を
作
っ
た
り
、
男

性
・
女
性
の
ス
ー
ツ
や
シ
ャ
ツ
等
の
寸
法

を
直
し
た
り
す
る
夢
が
あ
り
、
楽
し
い

日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。 

お
客
様
と
色
々
な
話
を
し
た
り
、
仲
間

と
教
え
ら
れ
た
り
教
え
た
り
、
和
気
あ
い

あ
い
の
毎
日
で
す
。 

歳
を
取
っ
て
か
ら
は
仲
間
が
い
る
事

が
と
て
も
大
事
な
こ
と
で
は
な
い
か
と
、

私
は
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

仲
間
と
の
日
々 

起 
 

リ
フ
ォ
ー
ム 

 

小
畠 

節
子 

 

 

っ
て
）
最
高
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
得
、
慶
事

の
多
い
年
で
あ
っ
た
。 

さ
て
本
年
は
３
月
に
就
業
制
限
で
現

就
業
を
卒
業
。
新
就
業
は
と
も
か
く
研
修

部
会
員
と
し
て
、
新
入
会
員
へ
の
研
修
に

市
民
と
の
接
遇
経
験
を
生
か
し
て
全
う

す
る
所
存
で
す
。 

  

職
場
に
つ
い
て 

ミ
カ
ド
駐
輪
場
管
理 

風
見 

浅
男 

昭 
 

 

歳 

時 

記
（
抄
） 

ア
ス
タ
市
民
ホ
ー
ル
管
理 

藤
田 

文
男 

昭 
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月
３
回
の
和
裁
教
室
、
30
代
か
ら
80

代
の
方
々
と
共
に
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分

の
物
を
仕
立
て
、
ま
た
家
族
の
方
々
の
物

を
一
針
一
針
心
を
運
ん
で
仕
上
げ
て
い

る
姿
は
と
て
も
微
笑
ま
し
い
で
す
。 

現
在
は
、
七
五
三
や
成
人
式
な
ど
で
、

着
る
人
が
多
く
な
っ
て
は
来
ま
し
た
が
、

そ
れ
以
外
の
時
は
忙
し
い
の
か
着
物
を

着
る
時
間
も
な
く
、
日
々
忙
し
く
流
さ
れ

て
い
る
の
か
…
、
寂
し
い
で
す
。 

日
本
の
民
族
衣
装
を
大
切
に
…
、
今
回

は
、
帯
揚
げ
よ
り
被
布
を
作
り
、
着
物
は

羽
織
よ
り
仕
立
て
ま
し
た
。
３
～
４
才
用

で
す
。
（
写
真
参
照
） 

 

３
人
交
代
で
、
平
日
は
２
回
、
休
日
は

４
回
、
１
階
か
ら
４
階
の
教
室
と
体
育
館

を
巡
回
し
て
開
口
部
の
施
錠
と
異
常
の

有
無
を
確
認
し
ま
す
。
毎
回
部
活
で
生
徒

達
が
大
き
な
声
を
出
し
て
頑
張
っ
て
い

る
姿
を
見
て
元
気
を
貰
い
ま
す
。
ま
た

時
々
コ
ー
ラ
ス
部
の
女
生
徒
の
爽
や
か

な
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
聴
い
て
心
が
癒
さ
れ

る
時
も
有
り
ま
す
。
文
理
台
公
園
夏
ま
つ

り
に
校
庭
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
る
大
迫

力
の
花
火
を
真
下
で
鑑
賞
で
き
ま
す
。
今

年
も
一
年
、
生
徒
た
ち
の
若
さ
と
元
気
を

貰
っ
て
私
た
ち
も
元
気
に
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

 

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
今
日
も
校
舎

内
外
で
生
徒
た
ち
の
明
る
い
あ
い
さ
つ
が

聞
こ
え
る
。
勤
務
三
年
目
、
早
朝
勤
務
に
も

慣
れ
ま
し
た
が
、
苦
労
と
言
え
ば
年
中
雑
草

に
悩
ま
さ
れ
、
秋
に
は
落
ち
葉
に
苦
労
さ
せ

ら
れ
て
い
る
。
日
々
の
仕
事
に
耐
え
る
体
力

づ
く
り
に
一
日
一
万
歩
を
目
標
に
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。
デ
ジ
カ
メ
持
参
で

各
地
の
祭
り
や
風
景
等
を
撮
り
楽
し
ん
で

い
る
。
昨
年
は
途
中
で
撮
っ
た
一
枚
が
都
内

の
コ
ン
ク
ー
ル
で
大
賞
を
受
賞
し
た
。(

写

真
参
照) 

こ
れ
か
ら
も
健
康
第
一
に
人
生
を
楽
し

ん
で
行
き
た
い
と
思
う
。 

   

市
報
配
布
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
７

ヶ
月
、
最
初
は
軽
い
気
持
ち
で
引
き
受
け

た
が
と
ん
で
も
な
か
っ
た
。
た
っ
た
200
部

そ
こ
そ
こ
簡
単
と
思
い
き
や
セ
ッ
ト
に

手
間
と
時
間
が
掛
か
り
、
配
布
の
時
も
ド

ア
ポ
ス
ト
や
郵
便
箱
が
新
聞
や
チ
ラ
シ

で
い
っ
ぱ
い
、
他
の
配
布
物
で
ゴ
ミ
箱
状

態
。
片
付
け
て
欲
し
い
と
思
う
。 

最
近
や
っ
と
慣
れ
て
き
て
楽
し
い
と

ま
で
は
思
わ
な
い
が
、
声
が
出
せ
る
よ
う

に
な
っ
た
。「
市
報
で
す
」
と
…
。 

ま
だ
雨
に
は
遭
っ
て
い
な
い
が
、
今
後

雨
対
策
も
考
え
て
お
か
な
い
と
濡
ら
し

て
は
大
変
…
。 

   
 

私
が
当
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
て
約
３
年

半
に
な
り
、
現
在
田
無
駅
南
口
の
駐
車
場

に
就
業
中
で
す
。
業
務
（
受
付
業
務
）
は

現
金
を
扱
い
１
名
交
代
制
（
就
業
メ
ン
バ

ー
６
名
）
で
す
。 

担
当
日
で
は
な
い
あ
る
雪
模
様
の
朝
に

気
が
か
り
で
駐
車
場
に
行
く
と
、
集
合
連

絡
が
あ
っ
た
わ
け
で
も
な
い
の
に
、
メ
ン

バ
ー
が
様
子
を
見
に
来
て
お
り
最
終
的
に

は
全
員
が
集
合
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て

皆
で
協
力
し
て
除
雪
作
業
を
行
な
い
何
と

か
駐
車
可
能
な
状
態
に
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
時
私
は
就
業
メ
ン
バ
ー
が

皆
同
じ
思
い
な
ん
だ
と
心
強
く
温
か
い
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
適
度
な
緊
張
感
を
保
ち
つ

つ
就
業
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。 

チ
ー
ム
ワ
ー
ク 

  

新
井
駐
車
場 

芳
賀 

博
道 

 

健 

康 

第 

一 

谷
戸
小
校
地
内
外
清
掃 

三
浦 

健
次
郎 昭 

 

 

和
服
と
共
に 

ー
で 

 
和
裁
教
室 

田
中 

益
実 

 

生
徒
た
ち
に
元
気
を
貰
っ
て

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

を 

ー
で 

 
明
保
中
施
設
管
理 

加
藤 

清
文 

 



 第 150 号               シルバー西東京              平成 30 年 1 月 15 日 

- 10 - 

69
歳
で
現
役
を
退
き
、
町
の
美
化
の

た
め
何
か
手
伝
い
を
し
た
い
と
思
い
、

シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
に
お
世
話
に
な
っ

て
、
現
在
柳
沢
駅
周
辺
の
清
掃
を
し
て

お
り
ま
す
。 

町
の
清
掃
を
し
な
が
ら
今
ま
で
気
が

つ
か
な
い
四
季
の
変
化
に
気
が
向
く
よ

う
に
な
り
し
た
。 

寒
さ
か
ら
春
を
待
っ
て
い
た
派
手
な

桜
の
花
、
ミ
ツ
を
啄
む
目
白
、
道
端
の

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
隙
間
か
ら
ス
ミ
レ
の

花
な
ど
が
、
思
わ
ず
足
を
止
め
さ
せ
ま

す
。 初

夏
は
燕
が
飛
来
し
、
紫
陽
花
の
花

等
沢
山
の
花
が
咲
き
誇
る
こ
の
時
期
が

私
は
一
番
好
き
で
す
。
自
宅
に
近
い
ひ

ば
り
ケ
丘
団
地
の
空
き
地
で
は
、
雲
雀

の
さ
え
ず
り
を
聞
き
子
供
の
頃
を
思
い

出
し
ま
し
た
。 

秋
は
民
家
の
柿
が
な
り
、
草
花
が
咲

き
、
鳥
の
寂
し
げ
な
鳴
き
声
を
聞
く
と

や
が
て
冬
に
な
り
雪
が
降
り
ま
す
。 

こ
ん
な
四
季
の
あ
る
日
本
、
好
き
だ

な
～
。 

 

昨
年
９
月
に
約
50
年
を
隔
て
高
校

の
ク
ラ
ス
会
を
し
ま
し
た
。
65
歳
を

過
ぎ
仕
事
を
リ
タ
イ
ア
し
た
級
友
達

が
集
ま
り
計
画
を
立
て
、
土
曜
日
の
お

昼
か
ら
夜
ま
で
楽
し
み
ま
し
た
。
学
生

時
代
の
友
は
会
っ
た
と
た
ん
は
戸
惑

っ
て
も
、
す
ぐ
昔
に
戻
り
ま
す
。
担
任

の
先
生
に
叱
ら
れ
た
事
や
修
学
旅
行

で
徹
夜
し
て
翌
日
の
バ
ス
の
中
で
寝

た
事
等
々
…
。 

 

今
年
も
ク
ラ
ス
会
を
楽
し
み
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
程
々
の
元
気
で

今
年
も
よ
ろ
し
く
、
そ
し
て
ず
っ
と
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
と
願
い
を
込
め

て
…
。 

    

テ
レ
ビ
は
い
つ
も
ス
ポ
ー
ツ
ば
か
り
見

て
い
ま
す
が
、
実
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の

ピ
ッ
チ
ャ
ー
を
や
り
た
か
っ
た
の
で

す
。
ウ
ィ
ン
ド
ミ
ル
投
法
と
い
う
も
の

に
凄
く
魅
力
を
感
じ
、
絶
対
覚
え
て
や

る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
毎
日

の
よ
う
に
特
訓
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も

な
か
な
か
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
定
ま
ら
な

い
の
で
苦
労
し
ま
し
た
。
投
げ
て
納
得

で
き
る
迄
に
は
５
年
位
は
か
か
り
ま
し

た
。 し

か
し
、
幾
ら
辛
い
事
が
あ
っ
て
も
、

諦
め
ず
に
懸
命
に
頑
張
る
こ
と
に
よ
り

成
功
す
る
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

  

テ
レ
ビ
は
い
つ
も
ス
ポ
ー
ツ
ば
か
り

見
て
い
ま
す
が
、
実
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
を
や
り
た
か
っ
た
の
で

す
。
ウ
ィ
ン
ド
ミ
ル
投
法
と
い
う
も
の

に
凄
く
魅
力
を
感
じ
、
絶
対
覚
え
て
や

る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
毎
日

の
よ
う
に
特
訓
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も

な
か
な
か
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
定
ま
ら
な

い
の
で
苦
労
し
ま
し
た
。
投
げ
て
納
得

で
き
る
迄
に
は
５
年
位
は
か
か
り
ま
し

た
。 し

か
し
、
幾
ら
辛
い
事
が
あ
っ
て
も
、

諦
め
ず
に
懸
命
に
頑
張
る
こ
と
に
よ
り

成
功
す
る
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

 

家
事
援
助
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

受
け
て
２
年
半
が
過
ぎ
ま
し
た
。
現
在

進
行
し
て
い
る
仕
事
の
一
端
を
述
べ
た

い
と
思
い
ま
す
。 

基
本
研
修
調
理
、
同
じ
く
知
識
及
び

技
能
、
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
の
受
講
に

参
加
い
た
し
ま
し
た
。
独
自
の
Ｐ
Ｒ
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
も
作
成
、
会
員
の
皆
様
に

も
ご
協
力
し
て
い
た
だ
き
有
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

９
月
に
響
城
れ
い
先
生
の
講
義
と
実

植
木
班
に
所
属
し
て
い
る
者
と
し

て
、
毎
年
の
初
詣
に
祈
る
こ
と
は
、『
健

康
で
安
全
第
一
』
で
一
年
楽
し
く
仕
事

が
で
き
る
こ
と
で
す
。 

植
木
班
員
も
高
齢
化
が
進
み
若
手

の
新
人
の
加
入
が
望
ま
れ
ま
す
。
体
調

の
管
理
や
機
材
の
正
し
い
扱
い
方
、
作

業
規
則
の
徹
底
な
ど
危
険
回
避
を
絶

え
ず
意
識
の
中
に
‥
‥
「
慣
れ
」
が
な

い
か
、
怪
我
や
事
故
は
、
ち
ょ
っ
と
し

た
心
の
隙
が
殆
ん
ど
で
す
の
で
肝
に

銘
じ
て
、
今
年
の
一
年
全
員
が
楽
し
く

仕
事
に
集
中
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

何
ら
か
の
形
で
社
会
と
つ
な
が
っ
て

い
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
シ
ル
バ
ー
に

お
世
話
に
な
り
、
早
８
年
。
選
ん
だ
業

務
は
除
草
で
す
。 

私
は
趣
味
で
ゴ
ル
フ
を
す
る
の
で
す

が
、
除
草
の
お
か
げ
か
ド
ラ
イ
バ
ー
の

飛
距
離
が
あ
ま
り
落
ち
ま
せ
ん
。
年
の

割
に
飛
ぶ
の
で
仲
間
か
ら
う
ら
や
ま
し

が
ら
れ
ま
す
。 

ま
た
就
業
先
で
発
注
者
の
方
と
の
会

話
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
作
業
後
の

 

東
伏
見
駅
周
辺
の
放
置
自
転
車
整
理

指
導
の
仕
事
に
就
い
て
２
年
目
に
入
り

ま
し
た
。
お
か
げ
様
で
街
の
人
た
ち
に
も

顔
を
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
パ
ト
ロ
ー

ル
中
に
会
い
ま
す
と
、
夏
の
暑
い
日
に

は
、
熱
中
症
に
気
を
つ
け
て
、
冬
の
寒
い

日
に
は
、
寒
さ
に
負
け
ず
に
頑
張
っ
て
と

声
を
か
け
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
有
り
難
い
こ
と
で
す
。
お
蔭
で
私

は
元
気
に
な
り
、
皆
様
に
、
若
く
見
え
る

し
顔
色
も
つ
や
つ
や
し
て
い
ま
す
よ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

皆
様
の
パ
ワ
ー
を
い
た
だ
い
て
活
躍

し
て
お
り
ま
す
。
街
の
人
た
ち
に
感
謝
し

ま
す
と
と
も
に
、
こ
の
街
は
、
私
の
パ
ワ

ー
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。 

「
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
ね
ー
」
の
一
言

で
疲
れ
が
半
減
す
る
思
い
で
す
。
体
力
が

除
草
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
時
が
ゴ

ル
フ
の
や
め
時
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

奮 

闘 

記 

 

家
事
援
助
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

長
尾 

月
子 

 

習
、
男
性
３
名
も
参
加
、
生
活
支
援
で

は
包
丁
研
ぎ
に
力
を
入
れ
受
注
に
つ

な
げ
た
い
と
奮
闘
し
て
お
り
ま
す
。 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
会
員
も
人
手

不
足
で
す
が
邁
進
し
て
お
り
ま
す
。 

   

人
間
誰
し
も
、
年
を
重
ね
る
こ
と
で
ど

ん
ど
ん
老
け
て
い
く
も
の
で
あ
る
が
、
な

ぜ
か
い
つ
ま
で
も
、
若
々
し
い
人
が
い
る

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
老
け
な
い
た
め

の
心
構
え
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。 

見
か
け
だ
け
で
は
な
く
、
体
も
心
も
老

け
な
い
努
力
が
必
要
な
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
多
く
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
持
ち
、
日
々
の
積
み
重
ね
が
、

い
つ
か
実
を
結
び
、
い
つ
ま
で
も
若
々
し

い
自
分
を
築
き
あ
げ
た
の
だ
ろ
う
。 

明
日
へ
の
目
標
と
生
き
が
い
を
求
め
、

前
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。 

 

除
草
と
ゴ
ル
フ
と 

   

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

 

除
草
班 

若
林 

紘
二
郎 

新
年
に
想
う
こ
と 

植
木
Ｄ
班 

村
松 

武 

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト 

放
置
自
転
車
整
理
指
導 

坪
内 

正
次 
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田
無
ア
ス
タ
周
辺
放
置
自
転
車
整
理

と
巡
回
を
行
っ
て
い
ま
す
。
５
名
交
代
制

で
６
時
半
か
ら
西
側
歩
道
を
仕
切
り
、
10

時
半
ま
で
駐
輪
禁
止
と
し
ま
す
。
午
後
は

12
時
か
ら
18
時
ま
で
巡
回
し
ま
す
。
特

に
銀
行
前
や
階
段
下
の
放
置
が
よ
く
あ

り
ま
す
が
、
長
年
の
努
力
に
よ
り
放
置
が

少
な
く
な
り
ま
し
た
。 

 

趣
味
の
囲
碁
を
長
年
打
っ
て
い
ま
す

が
強
く
な
り
ま
せ
ん
。
碁
友
会
の
他
２
ケ

所
で
打
っ
て
い
ま
す
が
、
仕
事
と
か
ち
合

う
事
も
多
い
で
す
。
囲
碁
は
石
の
囲
い
合

い
を
競
う
ゲ
ー
ム
で
す
が
、
打
て
ば
打
つ

ほ
ど
奥
が
深
く
、
ま
た
楽
し
み
も
多
く
あ

り
ま
す
。 

  

球
に
は
、
数
え
き
れ
な
い
生
物
が
共
存
し

て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
人
間
が
増
上
慢
に

な
り
過
ぎ
自
分
勝
手
の
行
動
の
結
果
、
地

球
温
暖
化
が
進
み
異
常
気
象
で
大
雨
、
大

洪
水
、
鉄
砲
水
、
山
崩
れ
、
竜
巻
等
の
災

害
が
多
発
し
て
生
態
系
が
破
壊
さ
れ
、
と

て
も
恐
ろ
し
い
で
す
。 

ま
た
、
福
島
の
原
発
事
故
が
あ
っ
た
の

に
ま
だ
再
稼
働
し
て
い
る
。
原
発
は
即
、

す
べ
て
無
く
す
べ
き
で
す
。
こ
の
先
必
ず

想
定
外
の
大
地
震
が
起
き
る
の
が
心
配

で
す
。 

４
年
後
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
あ
り
、
未
来

の
た
め
に
皆
で
知
恵
を
出
し
て
真
剣
に

考
え
て
み
よ
う
よ
。 

仕
事
と
趣
味
の
囲
碁 

 

放
置
自
転
車
整
理
指
導 

川
島 

武
男 

 

 

ず
り
を
聞
き
子
供
の
頃
を
思
い
出
し

ま
し
た
。 

秋
は
民
家
の
柿
が
な
り
、
草
花
が
咲

き
、
鳥
の
寂
し
げ
な
鳴
き
声
を
聞
く
と

や
が
て
冬
に
な
り
雪
が
降
り
ま
す
。 

こ
ん
な
四
季
の
あ
る
日
本
、
好
き
だ

な
～
。 

 

69
歳
で
現
役
を
退
き
、
町
の
美
化
の

た
め
何
か
手
伝
い
を
し
た
い
と
思
い
、
シ

ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
に
お
世
話
に
な
っ
て
、

現
在
柳
沢
駅
周
辺
の
清
掃
を
し
て
お
り

ま
す
。 

町
の
清
掃
を
し
な
が
ら
今
ま
で
気
が

つ
か
な
い
四
季
の
変
化
に
気
が
向
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。 

寒
さ
か
ら
春
を
待
っ
て
い
た
派
手
な

桜
の
花
、
ミ
ツ
を
啄
む
目
白
、
道
端
の
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
の
隙
間
か
ら
ス
ミ
レ
の
花

な
ど
が
、
思
わ
ず
足
を
止
め
さ
せ
ま
す
。 

初
夏
は
燕
が
飛
来
し
、
紫
陽
花
の
花
等

沢
山
の
花
が
咲
き
誇
る
こ
の
時
期
が
私

は
一
番
好
き
で
す
。
自
宅
に
近
い
ひ
ば
り

が
丘
団
地
の
空
き
地
で
は
、
雲
雀
の
さ
え

四
季
を
楽
し
む 

美
化
喫
煙
マ
ナ
ー
推
進 

榎
本 

利
夫 

最
近
、
和
室
の
無
い
新
築
住
宅
が
増
え

て
き
て
い
る
事
を
思
う
と
、
襖
・
障
子
班

の
一
員
と
し
て
寂
し
い
限
り
で
あ
る
。 

襖
、
障
子
は
日
本
が
生
ん
だ
日
本
の
気

候
風
土
に
合
致
し
た
独
自
の
建
具
で
、
実

用
的
か
つ
装
飾
的
価
値
観
か
ら
、
ま
た
心

を
休
ま
せ
る
憩
い
の
部
屋
造
り
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。 

襖
は
間
仕
切
り
と
し
て
の
役
割
の
他

に
、
内
部
に
空
気
層
が
で
き
る
の
で
保

湿
・
調
湿
の
ほ
か
、
室
内
の
有
害
物
質
等

を
吸
収
す
る
効
果
も
あ
る
。 

障
子
は
外
か
ら
差
し
込
む
陽
の
光
を

柔
ら
か
く
取
り
込
み
、
紫
外
線
を
カ
ッ
ト

し
て
く
れ
る
の
で
目
に
も
優
し
い
と
言

わ
れ
て
い
る
。 

襖
、
障
子
の
温
も
り
と
こ
の
素
晴
ら
し

さ
を
、
次
世
代
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
と
考
え
る
こ
の
頃
で
あ
る
。 

 

あ
る 

と 
  

襖
、
障
子
の
温
も
り
を
大
切
に 

襖
・
障
子
班 

関 

行
裕 

ひ
ば
り
が
丘
福
祉
会
館
の
保
安
を
３

名
シ
フ
ト
で
日
夜
維
持
に
努
め
て
い
る
。

今
年
も
互
い
の
絆
で
日
々
安
泰
を
祈
願

し
た
。
老
若
男
女
を
問
わ
ず
多
種
多
彩
で

機
知
に
富
ん
で
い
る
サ
ー
ク
ル
の
利
用

を
受
付
け
中
で
あ
る
。 

私
た
ち
は
楽
し
く
、
明
る
く
、
笑
顔
あ

ふ
れ
る
心
遣
い
を
心
掛
け
て
い
る
。
館
内

巡
回
中
、
嫌
な
予
感
が
‥
、
調
理
室
か
ら

誘
惑
の
匂
い
が
す
る
。
恐
ら
く
ビ
ー
フ
シ

チ
ュ
ー
を
煮
込
ん
で
い
る
最
中
な
の

か
？
食
欲
を
そ
そ
る
匂
い
か
ら
離
れ
、
冷

め
た
手
弁
当
に
あ
り
付
く
。
こ
の
様
に
遠

慮
会
釈
な
く
接
す
る
出
会
い
は
、
貴
重
な

経
験
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
自
慢
の
楽
園
な

の
で
あ
る
。 

日
々
会
館
を
管
理
さ
れ
る
皆
さ
ん
方

と
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
、
今
年
も
健
康

体
で
通
え
る
よ
う
頑
張
る
所
存
で
あ
る
。 

 

 

福
祉
会
館
保
安 

福
島 

宏 
 

自
慢
の
楽
園 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

を 

ー
で 

 



 第 150 号               シルバー西東京              平成 30 年 1 月 15 日 

- 12 - 

                            

田無庁舎の片隅にある拠点に、午前の就業の終るこ

ろ渡辺さん、福永さんを訪ねた。合わせて非番の井出

さんにも時間を合わせて来ていただき話を聞いた。 
 

この仕事は田無駅周辺禁煙指定地域清掃で、西東京

市ごみ減量推進課からの仕事。通常のシルバーの着衣

と違う「西東京市」が背中に入ったベストを着て、「美

化・喫煙マナー推進員」の名札をつけて就業する。 

メンバーは 3人で、必ず 2人が一組になって（交通

事故注意の為）、1日おきに就業する。多少の調整はで

きるが、できるだけ 3人がほぼ均等になるようにして

いる。一日は、朝 2時間、午後 1.5時間、計 3.5時間、

月間では各人約 10日、計 35時間前後の就業になる。 

仕事の概要は、2人が同時間帯を一緒に、トング（ご

みばさみ）と袋を持ち、指定地域内を、タバコの吸い

殻をはじめ「ごみ」はなんでも拾い集める。この田無

の場合、吸い殻と他のごみは別にする。屋外だから風

雨、寒さ・暑さなど自衛が必要。3.5時間歩きとおし

なので、歩数が 2万歩にもなり、正直、きついと感ず

ることもある。 

ごみの量は、1日おきなのに、朝、午後ともに重さ

0.3キログラムを割ることは殆どない。3キログラムを

越すこともある。 

ごみの種類は、「タバコの吸い殻」の他はごみゼロ運

動参加者ならご承知のように種々雑多である。ペット

ボトルやビン・缶類も多いが別処理する。その他に「捨

て」でなく「落とし」ものもあるのだろうが、就業者

には区別できない。 
 

お話は尽きなかったが、皆さんが指定地域でないと

ころのタバコの吸い殻やごみが気になってしょうがな

いと言っていた。 

“タバコのポイ捨ては止める”、“ゴミは持ち帰る”

が市民にもっと浸透することを願って 3人と別れた。 

              （広報部会 樋口記） 

【職 場 訪 問】 
 

市
民
ま
つ
り 

パ
レ
ー
ド
・
女
性
部
会
ブ
ー
ス
等
で
参
加 

 
昨
年
の
11
月
11
日
、
12
日
に
「
西
東
京
市
民
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
大
勢
の
来
場

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。 

た
く
さ
ん
の
団
体
が
パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
ま
し
た
が
、
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
３１
名

が
参
加
。
旗
や
手
作
り
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
ち
、
は
っ
ぴ
等
を
着
て
ア
ピ
ー
ル
を
し
な

が
ら
行
進
し
ま
し
た
。 

 

警
察
や
消
防
の
方
々
に
守
ら
れ
な
が
ら
、
ひ
ば
り
が
丘
駅
前
を
出
発
し
、
会
場
の

い
こ 

い
の
森
公
園
ま
で
の
沿
道
の
両
脇
に
は
、
た
く
さ
ん
の
応
援
の
人
々
、
赤
ち
ゃ
ん
か

ら
車 

イ
ス
の
高
齢
の
方
ま
で
ニ
コ
ニ
コ
と
手
を
振
っ
て
く
だ
さ
り
、
時
間
が
た
つ
の
も
忘

れ る
楽
し
い
パ
レ
ー
ド
で
し
た
。 

 

会
場
で
は
様
々
な
出
店
や
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
女

性 部
会
の
手
芸
品
、
衣
料
品
な
ど
の
販
売
を
し
た
。 

 

運
営
に
は
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
約
１
５
０
名
の
会
員
の
方
に
会
場
内
外
の
駐
輪
場
、

道
路 

交
通
の
安
全
案
内
整
理
、
ゴ
ミ
の
分
別
指
導
な
ど
の
就
業
で
協
力
を
し
ま
し
た
。 

 

昨
年
１１
月
１４
・
１５
の
両
日
、「
西
東
京
市
民
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
、
一
日
目
後
半

か
ら
２
日
目
朝
は
、
雨
模
様
の
天
気
で
し
た
が
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

こ
の
お
ま
つ
り
の
運
営
に
は
、
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
約
１５０
名
の
会
員
が
、
主
に
裏
方
で

協
力
を
し
た
ほ
か
、
パ
レ
ー
ド
、
女
性
部
会
ブ
ー
ス
、
お
仕
事
紹
介
や
会
員
募
集
の

チ
ラ
シ
配
布
な
ど
で
表
舞
台
で
も
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

警
察
や
消
防
の
方
々
に
守
ら
れ
な
が

ら
、
ひ
ば
り
ケ
丘
駅
前
を
出
発
し
、
会
場

の
い
こ
い
の
森
公
園
ま
で
の
沿
道
の
両

脇
に
は
、
た
く
さ
ん
の
応
援
の
人
々
、
赤

ち
ゃ
ん
か
ら
車
イ
ス
の
高
齢
の
方
ま
で

ニ
コ
ニ
コ
と
手
を
振
っ
て
く
だ
さ
り
、

時
間
が
た
つ
の
も
忘
れ
る
楽
し
い
パ
レ

ー
ド
で
し
た
。 

 
会
場
で
は
様
々
な
出
店
や
ス
テ
ー
ジ

シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
当
セ
ン
タ
ー
か
ら

美
化
・
喫
煙
マ
ナ
ー
推
進
業
務 

田
無
駅
周
辺
美
化 

女性部会ブース 

は
華
工
房
が
手
芸
品
や
衣
料
品
な
ど

の
販
売
を
し
ま
し
た
。 

 

運
営
に
は
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
約
１５０

名
の
会
員
の
方
が
会
場
内
外
の
駐
輪

場
、
道
路
交
通
の
安
全
案
内
整
理
、
ゴ

ミ
の
分
別
指
導
な
ど
の
就
業
で
協
力

を
し
ま
し
た
。 

 

な
お
、
今
回
初
め
て
で
し
た
が
、
当

セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
る
仕
事
や
意

義
な
ど
大
書
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ

て
の
行
進
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
ア
ピ
ー

ル
に
大
い
に
寄
与
し
た
と
思
い
ま
す
。 

 

 



 第 150 号               シルバー西東京              平成 30 年 1 月 15 日 

- 13 - 

                            

 

 

一 

会
員
は
、
「安
全
は
全
て
に
優
先
す
る
」を
し
か
と

心
し
て
安
全
就
業
に
努
め
る
こ
と 

二 

会
員
は
、
セ
ン
タ
ー
の
構
成
員
と
し
て
率
先
し

て
、
仕
事
の
開
拓
、
確
保
に
努
め
る
こ
と 

三 

会
員
は
、
引
き
受
け
た
仕
事
は
、
責
任
を
持
っ
て

誠
実
に
全
う
す
る
こ
と 

 

四 

会
員
は
、
契
約
外
の
仕
事
を
依
頼
さ
れ
た
場
合

は
、
速
や
か
に
事
務
局
へ
連
絡
す
る
こ
と 

五 

会
員
は
、
常
に
自
己
の
健
康
管
理
に
心
が
け
、
無
理

な
健
康
状
態
で
就
業
し
な
い
こ
と 

六 

会
員
は
、
仕
事
上
で
知
り
得
た
こ
と
は
、
他
に
も

ら
さ
な
い
こ
と 

七 

会
員
は
、
セ
ン
タ
ー
事
業
の
趣
旨
、
目
的
を
自
覚

し
、
働
く
こ
と
を
通
じ
て
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
こ

と 

 
 

以
上
、
し
っ
か
り
心
し
て
、
い
や
し
く
も
不
健
康
、

不
注
意
か
ら
就
業
事
故
や
交
通
事
故
を
惹
起
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
日
々
体
調
の
維
持
管
理
に
配
慮
し

て
安
全
第
一
を
旨
と
し
事
故
防
止
の
万
全
を
期
す
る

こ
と 

 
 

（
シ
ル
バ
ー
会
員
手
帳
掲
載
文
引
用
） 

  
 

迎
春
！ 

本
年
も
会
員
皆
々
様
が
無
事
故
で

益
々
ご
活
躍
下
さ
る
こ
と
を
、
安
全
管
理
委
員
一
同

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
安
全
管
理
委
員
長 

小
松 

啓
） 

 
[

安
全
コ
ラ
ム] 

 
 
 
 

シ
ル
バ
ー
会
員 

心
得
の
条 

学
校
施
設
管
理
と
学
童
交
通
擁
護
の
増
強
に
つ
い
て 

 

先
般
、
学
校
施
設
管
理
と
学
童
交
通
擁
護
の
代
表
者
会
議
を

夫
々
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

両
職
種
と
も
こ
こ
数
年
、
就
業
の
希
望
者
が
少
な
く
、
期
間

制
限
や
年
齢
制
限
を
超
え
て
、
現
在
の
就
業
会
員
の
皆
様
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
就
業
を
維
持
し
て
い
る
学
校
が
あ
る
の
が

現
状
で
す
。 

直
面
す
る
最
大
の
課
題
は
、「
現
在
の
就
労
会
員
に
緊
急
事

態
が
生
じ
て
も
、
セ
ン
タ
ー
と
し
て
市
か
ら
請
け
負
っ
て
い
る

業
務
を
確
実
に
遂
行
で
き
る
体
制
を
常
時
維
持
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
現
実
に
緊
急
事
態
が

発
生
し
な
が
ら
も
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
基
本
理
念
で

あ
る
共
働
・
共
助
に
よ
り
対
応
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
職
場
も

あ
り
ま
す
。 

最
近
の
諸
情
勢
に
よ
る
就
労
状
況
の
変
化
に
よ
り
、
就
業
年

齢
が
高
齢
化
し
て
い
る
現
実
を
踏
ま
え
従
来
の
制
限
緩
和
の

検
討
も
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

今
回
の
代
表
者
会
議
の
中
で
両
職
種
と
も
色
々
な
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
後
の
対
策
と
し
て
は
、
諸
施
策
が
あ
る

中
で
そ
の
職
場
で
の
就
業
会
員
の
増
強
が
先
ず
必
要
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
増
強
は
就
業
希
望
者
が
少
な
い
中
で
な
か
な
か
困

難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
は
長
期
展
望
に
た
っ
て

応
募
状
況
な
ど
の
情
勢
を
み
な
が
ら
可
能
な
職
場
か
ら
順
次

増
強
が
必
要
と
考
え
ま
す
。 

会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
事
業
推
進
委
員
会
） 

 

会
員
接
遇
研
修
会 

29
年
11
月
21
日
（
火
）
14
時
よ
り
保
谷
庁
舎
4
階
会
議

室
に
て
安
全
や
特
別
医
療
講
座
を
も
取
り
入
れ
、
会
員
接
遇

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
受
講
者
は
48
名
で
し
た
。 

 「
接
遇
の
心
得
」 

 

講
師 

樽
井
秀
夫 

研
修
部
会
員 

「
安
全
は
全
て
に
優
先
す
る
」 

講
師 

小
松 

啓 

安
全
管
理
委
員
長 

特
別
医
療
講
座 

「
高
齢
者
の
転
倒
と
骨
折
に
つ
い
て
」 

講
師 

武
蔵
野
徳
洲
会
病
院 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科 

高
橋
嘉
一
先
生 

 

約
1
時
間
ご
講
義

を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
わ
れ
わ
れ
高
齢

者
の
直
面
す
る
身
近

な
問
題
の
た
め
受
講

者
は
熱
心
に
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
質
疑
応
答

の
時
間
も
、
多
く
の
質

問
に
高
橋
先
生
が
ひ

と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に

お
答
え
く
だ
さ
り
、
予

定
の
時
間
を
過
ぎ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
大

変
有
意
義
な
研
修
会

で
し
た
。 
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平成 29年のボランティア活動報告（1月～１２月） 

平成 29 年のボランティア活動には、多くの会員に参加していただきました。 

ご協力ありがとうございました。 

 

田無駅踏切見守り

ボランティア 

行 事 名 期 間 参加者 延参加者 

全国 春の交通安全週間 4 月 6～15 日 35 

105 名 全国 秋の交通安全週間 9 月 21～30 日 41 

TOKYO 交通安全キャンペーン 12 月 1～7 日 29 
 

地域合同 

パトロール 

会 場 月 日 参加者 延参加者 

あらやしき公園 4 月 29 日 午前 53 
101 名 

田無庁舎前広場 10 月 19 日 午後 48 
 

統一美化キャン

ペーン（ごみゼロ

運動） 

主 催 月 日 参加者 延参加者 

西東京市 5 月 27 日 午前 462 
954 名 

西東京市 9 月 30 日 午前 492 

                             （ボランティア委員会） 

 
習字のコーナーには皆さんが足を止めました 

当センターは、１０月２８日～３０日、

柳沢公民館にて〈展示の部〉で参加しま

した。 

今回華工房の皆様は、「仲間」をテーマ

に葉っぱ型の布製コースターを各自５枚

制作、一つにまとめた大輪の「絆」を発

表、会場に「華」を添えておりました。 

また習字教室の伸びやかな筆使いの児

童作品に、大凧がマッチして今にも舞い

上がりそうに見えました。会場には、パ

ソコン班のよろず相談とワードのお絵か

き作品展示や布ぞうり実演もあり、雨の

中多くの市民が鑑賞しておりました。 

柳沢公民館を会場としての参加団体が

前年までと比べて少なく、当センターの

展示内容の充実ぶりが一層際だって見え

た３日間でした。 

 

 

第 17回市民文化祭に参加 布
製
コ
ー
ス
タ
ー
を
使
っ
て
の
大
輪
の
「
絆
」 

平成２９年度 第１７回 西東京市民文化祭

は、 ～出会い ふれあい 文化の輪～のもと、

１０月２１日～１１月１５日に市内多くの文

化施設を開催会場として実施されました。 
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会  

員  

総  

数 

男 

性 
 
 
 

七
七
五
名 

女 

性 
 
 
 

四
一
二
名 

合 

計 
 

一
、
一
八
七
名 

（
12
月
20
日
現
在
） 

事 業 実 施 状 況 

平成２９年 

10 月分 

受託
件数 

就業 
実人員 

契約金額  就業率 
 （％） 合計 比率 前年同月比（％） 

公共事業 58  27,757,827 59.1 112.3 男 76.2 

民間事業等 469  19,221,377 40.9 96.2 女 73.2 

合 計 527 886 46,979,204 100.0 105.1 計 75.1 

平成２９年 

11 月分 

受託
件数 

就業 
実人員 

契約金額  就業率 
 （％） 合計 比率 前年同月比（％） 

公共事業 50  25,416,792 52.0 100.5 男 76.4 

民間事業等 566  23,464,378 48.0 105.1 女 73.8 

合 計 616 898 48,881,170 100.0 102.6 計 75.5 

 

 
 

サ
ー
ク
ル
掲
示
板 

シ
ル
バ
ー
歩
く
会 

 

 

第
１３２
回 

２
月
１２
日
（
月
・
休
日
） 

 
 

世
田
谷
を
歩
く(

豪
徳
寺
・
松
陰
神
社) 

 
 

高
田
馬
場
駅
山
手
線
ホ
ー
ム
中
央 

出
発
時
間 

９
時 

 

第
１３３
回 

３
月
１０
日
（
土
）
９
時 

 
 

大
宮
周
辺(

氷
川
神
社
～
盆
栽
町 

 
 
 
 
 
 
 
 

交
通
公
園)

を
歩
く 

 
 

池
袋
駅
３
番
ホ
ー
ム
（
目
白
寄
り
） 

 

問
合
せ
は  

大
沢
リ
ー
ダ
ー
ま
で 

 
 

０
８
０-

６
７
７
５-

０
３
０
３ 

  

カ
ラ
オ
ケ 

Ｓ
Ｋ
Ａ
ク
ラ
ブ
（
お
あ
し
す
） 

 

＊
入
会
希
望
者
は 

上
松
リ
ー
ダ
ー
ま
で 

０
４
２-

４
６
１-

３
９
４
６ 

  

碁
友
会
（
ル
ピ
ナ
ス
） 

 
 

毎
週
火
曜
日
９
時
～
１２
時 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
第
４
は
休
み
） 

 
 
 

１
月
１６
・
３０
日 

 
 
 

２
月
６
・
１３
・
２０
日 

 
 
 

３
月
６
・
１３
日 

 

問
合
せ
は  

佐
藤
会
長
ま
で 

 
 

０
８
０-

８
８
６
８-

３
９
２
１ 

配分金の振込日は 

 １月就業分は２月１６日（月） 

 ２月就業分は３月１６日（月）です 

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会 

 
西
東
京
消
防
署
指
導
員
に
よ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
講

習
会
が
、
下
期
も
11
月
22
日
の
午
前
と
午

後
、
当
セ
ン
タ
ー
事
業
運
営
室
で
開
催
さ
れ
、

６
月
実
施
分
と
合
わ
せ
年
間
計
42
名
の
会

員
が
受
講
し
ま
し
た
。
受
講
者
に
は
「
救
命

技
能
認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。 

 

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
と
は
、

心
臓
が
痙
攣
し
血
液
を
流
す
ポ
ン
プ
機
能
を

失
っ
た
状
態
（
心
室
細
動
）
に
な
っ
た
心
臓

に
対
し
て
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
、
正
常

な
リ
ズ
ム
に
戻
す
た
め
の
医
療
機
器
で
す
。 

 

な
お
、
当
セ
ン
タ
ー
は
、
多
年
に
わ
た
り

救
急
業
務
の
充
実
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
と
し

て
、
9
月
7
日
に
東
京
消
防
庁
か
ら
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

元
旦
の
朝
日 

さ
す 

「メ
タ
セ
コ
イ
ア
」を
仰
ぐ
道 

子
等
と
歩
い
た
坂
道
は 

喜
寿
を
迎
え
る
道
程
に
と 

踏
み
し
め
る 

生
き
た
証
を 

 

「枯
れ
て
こ
そ
実
を
結
ぶ 

春
を
待
つ
よ
」…
と 

聞
こ
え
て
く
る
木
々
達
の
声 

元
旦
に 

庭
先
下
り
て 

深
呼
吸 
ひ
と
つ 

（
南
町 

平
山 

紀
美
子
） 

五 

行 

歌 

配
分
金
の
振
込
み
日
は 

１２
月
就
業
分 

 

１
月
１６
日
（
火
） 

１
月
就
業
分 

  

２
月
15
日
（
木
） 

２
月
就
業
分 

  
３
月
15
日
（
木
） 

 

 

Ａ 

Ｅ 

Ｄ 

講 

習 

会 

東京マラソンのボランティア募集 

日 時 ： ３０年２月２５日（日） 

場 所 ： 未定 

内 容 ： 観客整理ほか 

締切日 ： ３０年１月２４日（水） 

 

活動を希望される方は 

事務局までご連絡ください 

冬の週間初日、１０時の開始前の関係者 
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   写真 左より 

後列： 
山田次長、村野局長、下田次長、本橋主事 

前列： 
井砂主任、林田主任、鈴木さん、 

 

事 

務 

局 

一 

同 

 

今
年
も
よ
ろ
し
く 

お
願
い
い
た
し
ま
す 

 

行  事 開 催 日 

会員新年会 １月２０日（土）１４時 こもれび 

定例理事会 １月２４日（水）、２月２３日（金） 

交代要員面接 
１月２５日（木）、２６日（金） 

２９日（月）、３０日（火） 

第４回 

地域班長会議 
２月７日（水）  

入会説明会 ２月９日（金）、３月９日（金） 

女性部会 

布ぞうり講習会 

２月２４日（土）・３月３日（土） 

    （下欄参照） 

就業相談会 ３月３０日（金）〈１月・２月休み〉 

 

当面 の行事予定 表  

 

 

みんなのパソコン教室 

＊無料体験講座＊ 

これからパソコンを始めてみようと考えている方向

けの体験講座です。 

一度パソコンを使用してみませんか。シルバー会員

の講師が「やさしく、ゆっくり、親切」そして「楽し

く」手ほどきします。 

対象者 初めてパソコンをさわる方 

    パソコン教室の雰囲気を見たい方 

内容  マウス操作 

    入力方法の手ほどき 

    インターネット体験 

開催日 2 月 1 日（木）午後 1 時～4 時 

    3 月 2 日（金）午後 1 時～4 時 

場所  シルバー人材センター東伏見教室 

東伏見 6-1-36（東伏見小学校西門入る） 

受講料 無料 

問合せ先 西東京市シルバー人材センター 

        ☎０４２－４２５－６６１１ 

申込みは往復ハガキに、講座名（無料体験講座）、開催

日、住所、氏名、電話番号を記入し、下記まで。 

■宛先 〒202-0021 西東京市東伏見 6-1-36 

西東京市シルバー人材センター・パソコン教室 

 

 

 

 

編
集
後
記 

 

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り

新
年
号
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

今
年
は
表
紙
写
真
に
初
め
て
パ
ソ

コ
ン
作
画
と
写
真
の
合
成
図
を
採
用

し
て
み
ま
し
た
。
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。 ま

た
、
今
年
の
特
集
は
、
仕
事
別

グ
ル
ー
プ
（
職
場
）
の
皆
さ
ま
か
ら

の
一
言
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
と
め

て
み
ま
し
た
。
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た

方
々
に
は
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

な
お
、
一
人
職
場
な
ど
ま
だ
ま
だ

就
業
の
様
子
な
ど
を
知
っ
て
い
た
だ

き
た
い
方
も
居
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。
今
後
「
こ
え
」
と
し
て
自
由
投

稿
を
し
て
頂
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
広
報
部
会
） 

 

 

 

【市民向け講習会を実施】 
  

１．「毛糸の帽子を作ろう」を、当センター主催の

市民向け講習会として１２月２日・９日の２日間、

エコプラザ西東京多目的ホールで開催し、１２名が

参加されました。 

 

 

 

 

 

（女性部会） 

 

 

 

 

             （女性部会） 

当センターの華工房ス

タッフが指導にあたり、

皆さん熱心に取り組んで

いました。 

 ２．「布ぞうりを作ろう」講習会が、エコプラザ西

東京主催により、当センター華工房スタッフが講師と

なって、下記にて開催されます。 
 

日時：2 月 24 日(土)、3 月 3 日(土) 10 時～16 時(両日)

場所：エコプラザ西東京 プラザ棟２ 

受付：1 月 18 日（木）より 

事前説明会：2 月 3・10 日(土)10～11 時にあります 

 [ 問合せ：エコプラザ西東京 担当 川崎さん] 

（電話 042-421-8585  9 時～17 時） 

（女性部会） 


